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◇応募対象
地域において、農業(林業や水産業等も含む)と多様な人の連携を推進し、
地域活性化への貢献や新たな価値の創出をしている団体・企業・事務所、
個人などが対象です。

「ノウフク・アワード2021」の募集について
農林水産省は、農福連携に取り組んでいる優れた事例をノウフク・アワードとして表彰し、全国
への情報発信を通じて他地域への横展開を図るため「ノウフク・アワード2021」を募集します。

応募方法など詳しくは
https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/kouryu/210916.html

の養殖シーズン到来 種付け作業が行われました
- 兵庫県の “養殖ノリ” の収穫量は 全国2位です -

兵庫県産の養殖ノリ は、明石海峡を中心とした潮流の速い漁場で、浮き流し方式と呼ばれる 養殖方法
で行われています。兵庫ノリは色が濃く、艶が良いのが特徴です。

※

※令和3年5月28日公表「令和２年漁業・養殖業生産統計（概数値）」より 全国順位は、秘密保護上統計数値を公表していない都道府県を除いたものです

兵庫のり研究所では、9月下旬から “種付け”（ノリの胞子を定着させる）と呼ばれる作業が行われま
した。種付け後、その網を作業場の海水につけて胞子を定着させた後、養殖場などで育てられます。

県漁連のり海藻部の藤澤憲二部長は「採苗施設が改装され、今年産の兵庫ノリの種付け作業が効率よ
く安全に、予定より早く終了することができた。今年の豊漁に向け、良いスタートが切れたと思う。」
と話されました。

兵庫ノリ

（写真：ノリの種付け作業の様子）



兵庫県における9月25日現在の水稲の作柄は、6月下旬～7月
上旬の日照不足の影響により、県南及び県北では穂数が「やや
少ない」となったものの、全もみ数は補償作用等により県南及
び淡路が「平年並み」となったことから兵庫県では「平年並
み」となりました。

この結果、兵庫県の10ａ当たり予想収量は493kgが見込まれ、
予想収穫量（主食用）は16万8,100ｔが見込まれます。また、
農家等が使用しているふるい目幅ベースの作況指数は、99が
見込まれ、作柄表示地帯別では、県南99、県北97、淡路100
が見込まれます。

（詳しくは） https://www.maff.go.jp/kinki/press/toukei/toukeikikaku/211012.html

登熟は、県南では、出穂期以降日照不足傾向で推移しているこ
とから「やや不良」、県北及び淡路では「平年並み」が見込ま
れ、兵庫県では「やや不良」が見込まれます。

令和3年産水稲の予想収穫量（9月25日現在）

兵庫県立有馬高等学校 × NEXCO 西日本グループ（産学連携）

「お肉たっぷりキーマカレー（有馬高校産セロリを使用）」が販売されます

高校生の考案 働くドライバーの皆様に元気になっていただくメニュー“第二弾”

10月19日(火)有馬高校にて高校生考案メニュー表彰式が行われ、考案者である、人と自然科3年生の
新川瑞貴さんに表彰状と副賞が授与されました。

カレーには、人と自然科で栽培するセロリが使用され、セロリには“気分を落ち着かせる効能”があることから、
「このカレーを食べて安全運転に心がけてもらえたら」という思いが込められています。

生徒が考案した24作品のレシピの中から、書類審査・実食
審査の結果、「お肉たっぷりキーマカレー」がメニューに
決まりました。

◇販売期間：令和3年11月1日（月）～ 令和3年11月30日（火）

◇販売箇所：山陽自動車道 淡河パーキングエリア（上り線）

NEXCO西日本グループは、働くドライバーの皆様を応援
する企画の第二弾として、食材を生産し調理科を持つ兵庫
県立有馬高等学校にカレーをテーマにしたメニューの考案
の協力を依頼しました。

高校生考案メニュー表彰式の様子

※数量限定15食／日



兵庫県女性農漁業士のご紹介

兵庫県女性農漁業士会
会長 岡田真希子氏

女性農漁業士は後継者
の育成等に取り組み、
農業委員等の役割を担
い地域の女性リーダー
として活躍してきまし
た。今後も農漁業村に
おいて更に女性が活躍
できるよう、精力的に
活動していきます。

【お問合せ先】兵庫県農政環境部農林水産局農業改良課 電話：078-362-3421

農林水産業の分野でも女性が活躍しています

会長より一言

活動の写真

兵庫県では、農漁業と農漁村の振興に寄与いただくことを目的として、自ら優れた農漁家生活を行い、
地域農漁業の振興及び農漁業後継者等の育成や魅力ある農漁村づくりに、指導的役割を果たしている
地域の女性リーダーを兵庫県知事が「兵庫県女性農業士・女性漁業士」として認定しています。

今年新たに7名の方が認定され、現在会員数は
66名です。（令和3年8月現在）

ジュニア農林水産白書（2021年版）が公表されました

https://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_junior/index.html

例えば

詳しくは

☆食料自給率を高めるために私たちにできることは何かな？

10月は「食品ロス削減月間」です -10月30日は食品ロス削減の日-

令和3年度の食品ロス削減月間に、農林水産省は、消費者庁、環境省と連携して、
食品ロスの削減に向けた取組を集中的に普及・啓発します。

http://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycle/syoku_loss/attach/pdf/161227_4-194.pdf

食品ロスの現状や発生要因、削減に向けての取組をとりまとめた“食品ロス及び
リサイクルをめぐる情勢”を農林水産省のホームページに掲載しています。
是非この機会に一度ご覧ください。

農林水産省は、ジュニア農林水産白書2021年版を公表しました。
こちらは小学校高学年向けに、我が国の農林水産業、農山漁村への理解を深めてい
ただくため、例えば、私たちが食べているものはどこで作られているのか、私たち
の生活と農林水産業のつながり等がわかりやすく学べる内容となっています。

☆私たちが食べているものは、どこの国・地域で作られているのかな？

☆農業で働く人たちは、どうやって働き始めたのかな？

☆日本の森林は誰が管理しているのかな？

☆日本の海では、どんな魚がとれるのだろう？

☆私たちの生活と農林水産業にはどんなつながりがあるかな？

詳しくは

等について紹介しています。

イラストを使いわかりやすく解説されています



兵庫の の風景

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-51772021.10

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

編集後記

先日、ぎっくり腰になりました。３週間経っても痛みが引かず治療を受けたところ、
全身に疲れがあり自律神経まで変調をきたしているとのこと。自分では若いと思って
いても身体は正直！“無理は禁物”と改めて自覚した今日この頃です。
さて、10月1日から兵庫県の緊急事態宣言が解除されました。開放的な気持ちになり
がちですが、こちらもある意味“無理は禁物”。はやる心にブレーキをかけつつ、これ
からも感染拡大防止に努めていきたいと思います。（Y.I）

三木市美嚢地区

大きな穂を垂れ風にうねり巻く、黄金の山田錦

令和３年産の水田における作付状況について公表しました

(ha)

主食用米

①

戦略作物等

備蓄米

（参考）

加工用米

新規需要米

麦 大豆 飼料作物 そば なたね
前年産
（２年
産）
②

増減

①ー②
飼料用米

WCS
（稲発酵

粗
飼料用稲）

米粉用米

新市場開
拓用米
（輸出用
米等）

その他

全国 130.3万 136.6万 ▲6.3万 47,641 115,744 44,248 7,632 6,748 124 101,760 85,484 72,917 28,210 752 36,435

兵庫県 34,100 34,800 ▲700 726 554 866 34 163 5 1,751 1,833 794 152 13 －

都道府県別作付状況（農林水産省HP）
http://www.maff.go.jp/j/press/nousan/s_taisaku/211012.html

詳細は、農林水産省、近畿農政局のホームページでご覧ください。

近畿地域農業再生協議会別作付状況（近畿農政局HP）：
https://www.maff.go.jp/kinki/press/sinko/211012.html

令和３年産の水田における作付状況

農林水産省HP 近畿農政局HP

農林水産省は、令和3年産の主食用米及び戦略作物等の作付状況（令和3年9月15日現在）
についてとりまとめ、10月12日に公表しました。
全国の主食用米の作付面積は、前年実績（136.6万ha)から6.3万ha減少（▲4.6％）し、130.3万

haとなりました。
また、戦略作物等については、飼料用米、加工用米、米粉用米、麦等が前年より増加しました。
一方、兵庫県においては、主食用米の作付面積は、前年実績（34,800ha)から700ha減少

（▲2.0％）し、34,100haとなりました。
また、戦略作物等については、飼料用米、WCS用稲、新市場開拓用米（輸出用米等）、大豆等が

前年より増加しました。

近畿農政局では、8月にオンラインで実施した「第2回みどりの
食料システム戦略近畿ブロック説明会」で紹介した『近畿管内
でも先行した取組が行われている地域の事例』をホームページ
に掲載しております。

【掲載事例】
・滋賀県
・与謝野町（京都府)
・農事組合法人 丹波たぶち農場（兵庫県）
・有限会社 山口農園（奈良県）

詳しくは
https://www.maff.go.jp/kinki/keikaku/senryaku/210825.html


